
                                                        

 

 

 

 

 

令和元年度（2019 年度） 

桂雪会 総会資料 
 

日 時 令和元年６月２２日（土） 

14：00～ 

場 所  ホテル ほていや 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            （自由活動コーナーで夜 8：30 まで学習をする生徒たち） 

 

飯山高等学校桂雪会 



      

桂雪会役員名簿（Ｈ３０～Ｒ１年度）      

      

顧 問  池川 信夫 大沼 淳 岩崎 彌 猪瀬 清徳 森 司朗 （林 秀徳） 

会 長  関   保典     

副会長  宮本 衡司  内山 英樹  吉越 英子  上松 猛 

小林 厚子  太田 良夫  瀧澤 俊實  高橋 彰  吉越 明人 

監 事   上松 敬    岡田 敬幸    

      

 

学校関係役員      

校 長 林  秀徳     

教 頭 倉田 慎司 総務・支部組織化・スクールバス 

事務長 箕口 徳夫  会計 

幹 事 渡辺 藤夫  事務局長･総務･広報（ＨＰ）・教育環境整備･桂雪アカデミー・名簿作成 

幹 事 岩上 寿昭    事務局次長･総務･支部組織化･教育環境整備･桂雪会報 

幹 事 小林  至  総務・支部組織化・教育環境整備・マイクロバス・クラブ活動支援 

幹 事 小林 幸太郎 名簿作成･広報（ＨＰ）・マイクロバス・教育環境整備 

幹 事 丸山 大樹  桂雪会報・教育環境整備・桂雪アカデミー・生徒助成・クラブ支援 

 

 

池川・大沼・沼田基金 学校担当・・・林秀徳・倉田慎司・渡辺藤夫・丸山大樹 

     



令和元年度桂雪会役員 

 

決定している支部のみ掲載（平成 30 年 5 月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校関係 

校 長 林  秀徳    

教 頭 倉田 慎司  総務、スクールバス 

事務長 箕口 徳夫  会計 

幹 事 渡辺 藤夫  事務局長･総務･名簿作成･支部組織化・広報（ＨＰ）・教育環境整備･桂雪アカデミー 

幹 事 岩上 寿昭  事務局次長・総務・支部組織化・会報・教育環境整備 

幹 事 小林 至   総務・支部組織化・教育環境整備・マイクロバス・生徒助成クラブ支援 

幹 事 小林 幸太郎 名簿作成･マイクロバス・教育環境整備・広報（ＨＰ） 

幹 事 丸山 大樹  会報・教育環境整備・生徒助成クラブ支援・桂雪アカデミー 

飯山支部 

支部長 上松 永林 

副支部長 横川 荘一 

副支部長 村石桂太郎 

副支部長 島田 和彦 

秋津支部 
支部長 森山 善司 

副支部長 丸山  朗 

木島支部 
支部長 関  藤夫 

副支部長 澤木 伸一 

瑞穂支部 
支部長 増山 保範 

副支部長 岩松 義雄 

柳原支部 
支部長 佐藤 正夫 

副支部長 木幡喜美子 

外様支部 
支部長 春日 早夫 

副支部長 春日  隆 

常盤支部 
支部長 平野 正幸 

副支部長   

太田支部 
支部長 青木  彰 

副支部長 庚  繁樹 

岡山支部 
支部長 井沢 清一 

副支部長 田中 康一 

木島平支部 
支部長 瀧澤 俊實 

副支部長 池田 充栄 

野沢温泉 
支部長 平田 幸男 

副支部長 富井 裕昭 

栄支部 
支部長 森川  博 

副支部長   

長野支部 
支部長 武田 芳彦 

副支部長 瀧澤 国夫 

須高支部 
支部長 小林 守夫 

副支部長 大熊 文久 

豊野支部 
支部長 米木 善登 

副支部長 原田  茂 

中野支部 
支部長 大森 眞一 

副支部長   

豊田支部 
支部長 吉岡 典高 

副支部長 小橋 浩樹 

津南支部 支部長 島田 哲宏 

  副支部長   

県外(5)      

東京関東支部 

支部長 青井 富雄 

副支部長 高橋  彰 

副支部長 阿部 靖典 

会  計 阿部 靖典 

職 名 氏   名 

顧 問 池川 信夫 

顧 問 大沼  淳 

顧 問 岩崎  彌 

顧 問 猪瀬 清徳 

顧 問 森  司朗 

顧 問 林  秀徳 

会 長 関  保典 

副会長 宮本 衡司 

副会長 内山 英樹 

副会長 高橋  彰 

副会長 瀧澤 俊實 

副会長  吉越 英子 

副会長  上松  猛 

副会長  小林 厚子 

副会長  太田  良夫 

副会長 吉越 明人 

監 事 岡田 敬幸 

監 事  上松  敬 



令和元年度 桂雪会総会 次第  
令和元年６月 22日（土）14：00～ 

                        於  ホテル  ほていや 

進 行 桂雪会事務局 

第一部  総 会  14：00～ 

１．物故者への黙とう 

２. 開式の辞                          宮本 副会長 

３．会長挨拶 

４．学校長挨拶 

５．来賓挨拶 

６．議長選出 

７．議 事  

（１）第１号議案 平成３０年度事業報告                       

（２）第２号議案 平成３０年度決算報告及び監査報告                   

（３）第３号議案 平成３０借入金の返済について                 

（４）第４号議案 令和元年度事業計画（案） 

（５）第５号議案 令和年度予算（案） 

（６）第６号議案 飯山高校の空調設備の県への寄付について 

（７）第 7号議案  周年事業について（検討委員会の立ち上げを含む） 

（８）その他 

 ８．その他 

 （１） 池川・大沼・沼田基金について 

 （２） 高校再編に係る地域協議会について 

 （３） その他 

９．閉式の辞                          吉越 副会長 

 

 



第二部  講演会 15：20～ 

演 題 『 故郷 飯山に寄せる思い 』 

  講 師 宮崎 汎 （一般社団法人 日本モロッコ協会 理事長 S33 年飯山北高卒） 

 

 

略   歴   １９３９年３月２０日    中国大連市生まれ 

          １９６３年  （財）日本生産性本部に入職 この間経営開発部ならびに中小企業部にて

経営教育プロジェクトの企画・開発と産業教育インストラクターを主務。 

１９６５年  わが国初のビジネススクール「経営アカデミー」の企画・設立に参加。 

      １９６８年  約三ヶ月間アメリカへ「マネジメントインフォメーションシステム」研

修団員として派遣される。この間総括担当部長としてスクールの運営・

管理を統括。  

１９８６年  広報新聞部長として「生産性新聞」発行責任者ならびに生産性に関わる 

広報担当。      

          １９８９年  労働関係事業本部長ならびに労働部長として労使関係プロジェクトの

主務担当。連合ならびに産別労組との連携強化の促進、労使関係白書の

発行、全国労組生産性会議世話人等々を兼担。 

      １９９３年  情報化推進本部長ならびに情報政策部長として「情報新世紀会議」に関  

わる事務局責任者として、総理大臣への情報政策提言の取りまとめにあ 

たった他、「情報化推進国民会議」事務局責任者として、わが国の情報化

の促進のために地方シンポジュウムなどを展開。  

１９９９年   神奈川県生産性本部専務理事に就任 

２０１１年  日本モロッコ協会専務理事就任 

      ２０１４年   神奈川県生産性本部退任 

           ２０１５年  一般社団法人 日本モロッコ協会理事長就任 

専門領域 「生産性問題」「経営教育」「労使関係」等 

著  書 「ビジネスマン海外出張奮戦記」日本の繁栄を支えたリーダーたち ぱるす出版 

論  文  「労働時間短縮の現状と課題」「労使協議制と労使の役割」「開くインド市場」 

       「生産性運動の原点」「アジアにおける生産性運動の歩み」等 

コラム   「どこへ行った起業家精神」「春闘に思う」 

「文化遺産の破壊」「外来種の功罪」 

「寬仁親王殿下のご講話」ほか多数 

 

その他  １９９８年   ＪＩＣＡ専門家派遣プロジェクトで 

「生産性と労使関係」をテーマにウズ 

ベキスタンへ派遣される。 

１９９８年～  （一社）日本モロッコ協会常任理事    

     ２００３年～ 日本労働ペンクラブ会員 

２００３年～２０１４年  

神奈川経済同友会教育文化委員会副委員長 

  

第三部  懇親会 16：30～ 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https%3A%2F%2Fimages-na.ssl-images-amazon.com%2Fimages%2FI%2F51wH%252BPRjeiL._SX298_BO1%2C204%2C203%2C200_.jpg&imgrefurl=https%3A%2F%2Fwww.amazon.co.jp%2F%25E3%2583%2593%25E3%2582%25B8%25E3%2583%258D%25E3%2582%25B9%25E3%2583%259E%25E3%2583%25B3%25E6%25B5%25B7%25E5%25A4%2596%25E5%2587%25BA%25E5%25BC%25B5%25E5%25A5%25AE%25E6%2588%25A6%25E8%25A8%2598%25E2%2580%2595%25E6%2597%25A5%25E6%259C%25AC%25E3%2581%25AE%25E7%25B9%2581%25E6%25A0%2584%25E3%2582%2592%25E6%2594%25AF%25E3%2581%2588%25E3%2581%259F%25E3%2583%25AA%25E3%2583%25BC%25E3%2583%2580%25E3%2583%25BC%25E3%2581%259F%25E3%2581%25A1-%25E5%25AE%25AE%25E5%25B4%258E-%25E6%25B1%258E%2Fdp%2F4827602077&docid=J6RBd7J-P6LqDM&tbnid=wvdoeoZ7pJKJZM%3A&vet=10ahUKEwih2Lz-8vfiAhUBbbwKHUSlCT0QMwhAKAAwAA..i&w=300&h=421&bih=827&biw=1215&q=%E5%AE%AE%E5%B4%8E%E3%80%80%E6%B1%8E%E3%80%80%E7%94%BB%E5%83%8F&ved=0ahUKEwih2Lz-8vfiAhUBbbwKHUSlCT0QMwhAKAAwAA&iact=mrc&uact=8


平成３０年度 桂雪会 事業報告 

 

１ 総 会 

  平成 30年６月９日（土） ホテル ほていや 14：00～  

   （講演会：「平昌オリンピックまでの道のり、そしてこれから」岩渕香里選手） 

２ 役員会 

  第１回  平成 30年４月 27日（金） 飯山高等学校 大会議室 18：00～ 

  第２回  平成 30年６月９日（土）  ホテル ほていや    13：30～ 

  第３回  平成 31年１月 28日（月） なかまち食堂       17：30～ 

３ 会員名簿作成 

  ・平成 30年 10月 24日 株式会社「サラト」と契約完了 

・2020 年 1月発行予定・・・負担金100万円 

  ・平成 31年 4月 15日 会員名簿作成確認はがき送付(全会員)クロネコＤＭ便 

  ・平成 31年 4月 19日 名簿・賛助金案内振込用紙（前回協力者・50～60代・前回以

降の卒業生）郵送 

４ 桂雪会報の発行 

  ・第２号 平成 31年２月１日付 で発行 （足立印刷） 

  ・役員、生徒・教職員に配布済、支部発送はこれから 

  ・ＨＰに掲載予定 

５ 教育支援事業 

  ① 桂雪アカデミー 

   平日 19：00～20：30  週休日・休日 8：30～17：00 平日の利用者大幅増 

    延べ参加数 9791 人 （H29延べ 7424 人） 

  ② スクールバス事業 

・実施期間 平成 30年 12月 10日（月）～平成31年３月２日（水）（50日間） 

・助成金額 1,394,404 円（H29年 1,007,331 円 H28 年 1,407,637 円） 

・利用者数 H30 延べ 約 3500 名   （Ｈ29年 延べ2919名） 

      中野・山ノ内方面 ＭＡＸ 30名  木島平方面 ＭＡＸ 22名 

 ③マイクロバス事業 

   ・桂蔭会100周年マイクロバスの更新 約 400万円 マイクロバス会計より 

    ４年間のローン契約で支払 

 ④クラブ活動支援事業   

  ・懸垂幕・世界ジュニア大会支援 

・全国高校スキー大会男子総合優勝・女子総合準優勝パレード報告会 共催 

６ 教育環境整備 

 ① 校歌碑の設置（飯山北・飯山南・飯山照丘 ３校）  

7月 27日（金）大体育館南側の擁壁に設置 

 ② エアコン設置 

   教務室・印刷室、体育研究室に設置 

  ③ 第２グラウンド・弓道場前に防犯灯の設置 

  ④ 情報機器支援（プリンターのトナー等） 

  ⑤ 寄宿舎土日休日管理   

７ その他  

第1号議案 



令和元年 5 月 8 日 

桂雪会飯山高校支援金について 

 

１ 収支状況 

  平成 30 年度(平成 31年 4月 26 日現在)の収支状況は次のとおりです。 

項  目 金  額 備    考 

収 

入 

前年度繰越金    １，１２８，０８４円  

貸付金返済金 １，０００，０００円 桂雪会一般会計から 

雑収入 １５円 預金利息 

支 

出 

 ０円 
 

差 引 残 高 ２，１２８，０９９円  

貸 付 金 残 高  ７００，０００円 桂雪会一般会計への貸付 

 

２ 桂雪会飯山高校支援金からの借入状況について 

  桂雪会飯山高校支援金から桂雪会一般会計において平成 28 年 10 月 26 日に借入を行いまし

たが、その状況は次のとおりです。 

なお、桂雪会一般会計からの返済計画は、平成２８年度以降２～３か年の分割返済すること

になっています。 

 (1) 借入状況 

  ア 借入額  ２，７００千円 

  イ 借入日  平成２８年１０月２６日 

  ウ 使 途  飯山高校城北グラウンド野球内野整備 

 (2) 返済状況 

  ア 返済額  ２，０００千円 

  イ 返済日  平成２９年５月２４日、平成３０年６月１４日 各１，０００千円返済 

 (3) 借入残高 

           ７００千円 

第3号議案 



桂雪会一般会計繰越金処分  

 

 

１ 平成３０年度桂雪会一般会計繰越金の状況  

 

項   目  金 額（円）  

平成３０年度桂雪会一般会計繰越額  ３，２６７，９６３ 

 

 

２ 桂雪会一般会計借入金の状況  

 

項  目  金 額（円）  備   考  

期末借入金残額  ２，７００，０００ 桂雪会飯山高校支援金から借入  

返済済額  ２，０００，０００  

借入金残額  ７００，０００  

 

 

３ 繰越金処分 (案 ) 

 

  平成３０年度桂雪会一般会計の繰越金のうち７００千円を桂雪会飯山高校か

らの借入金の返済に充て完済する。  

  返済実行日は桂雪会総会後とする。  



令和元年度 桂雪会 事業計画 

 

１ 総 会 役員会 等 

  総会   令和元年６月22日（土） ホテル ほていや 14：00～  

  講演会 「故郷飯山に寄せる思い」 講師 宮崎 汎 

  役員会、代議員会は必要により随時開催する。 

２ 学校が主催する学校評議員会、職員歓送迎会、飯高祭、授業公開等に参加する。 

３ 桂雪会会員名簿作成作業・・・株式会社 サラトにより 2020 年１月完成予定 

        ※内容・構成の検討 （飯山北の最終学歴の削除、飯山高女の専攻科の記載） 

４ 桂雪会報の発行 

    ・第３号 令和２年1月下旬に発行予定 

    ・役員、支部、生徒・教職員に配布   ・ＨＰに掲載する 

５ 教育支援事業の実施 

    ・桂雪アカデミー 

    ・スクールバス事業 

    ・マイクロバス事業 

    ・学業・クラブ活動支援 

    ・生徒指導助成（宿舎管理等） 

６ 教育環境整備事業の実施 

・情報機器支援（プリンターやトナー等） 

    ・第１グラウンドの防球ネット設置（ＰＴＡと共同で複数年をかけて整備） 

    ・シャワートイレの増設 （現在8か所） 

    ・吹奏楽の楽器の購入 

    ・ＷｉＦｉ環境整備の検討及び第１グラウンドの照明や第2体育館の照明、ピロテ 

ィーの天井ネット等体育施設整備の検討 

７ 高大接続、進路指導支援 

    ・職員研修の助成 

    ・生徒研修支援 

８ 周年行事の準備をどうするか？ 

   ・2019 年度末で以下のとおり。⇒ 2022 年 or2023 年の秋？ 

飯山中・・・1903 年 4月（117年）、下水内高女・・・1921 年 4月（97年） 

    照丘分校・・・1961 年 4月（59年）、飯山高2007 年 4月（12年、5年） 

   ・周年行事検討委員会の設立と検討開始（2019 年度） 

⇒周年行事準備委員会設立と開催（2020 年度） 

９その他 

 ・役員組織に関する規約の検討（幹事役を設けることを検討）と次年度役員の検討 

 ・同窓生交流会館（教育文化施設）建設の研究 

・「飯山高校を育てる会」の立ち上げの検討 

 ・ＨＰの設置と運営、広報活動 

 ・第２期高校再編に関する意見交換や地域協議会への協力 

第4号議案 



冷房機（パッケージエアコン）の寄付について 

１ 趣 旨 

  飯山高等学校の生徒の学習環境及び教職員の執務環境の向上に寄与するため、これまでに桂

雪会が整備した冷房機（パッケージエアコン）を飯山高等学校へ寄付する。 

   ・普通教室 18室 18 台、音楽室 2 台、体育研究室 1 台、  計 21 台 

  なお、受納された場合には、維持管理経費（電気料、修繕費など）は県が負担することになる。 

 

２ 経 過 

  これまで県は、「同窓会等により設置する空調設備の取扱要領」により、桂雪会が毎年学校に対し

て設置承認申請を行ってきており、維持管理経費も会が負担してきた。 

  昨年度県では、夏季の災害的な高温化中で、生徒の生命・安全を守るため、緊急的に空調設備

を整備することになった。計画では、平成 30 年度から 3 年間をかけて普通教室、特別教室、管理

諸室を整備していくものであり、飯山高等学校においても本年度から図書館や会議室などが整備す

る予定になっている。 

  これにより県では、本年 4月 5日付けでこれまでの「取扱要領」を廃止し、同窓会等が設置した空

調設備の維持管理経費については県が負担することとした。今後は「県立高等学校に対する備品

等寄付取扱い」に基づき取扱うことになり、既に設置されている空調設備については、県が受納する

ことになった。 

 

３ 冷房機の整備経過                                      （単位:円） 

年 度 内             容 金   額 備         考 

H24~25 普通科教室 18教室設置(18 台) 11,041,800  

H27・28 電源改修工事(防音工事･ｷｭｰﾋﾞｸﾙ改修) 1,836,000  

H28 音楽室設置(2 台) 766,800 
本体は旧飯山北高(桂蔭会

設置)エアコンを転用 

H30 体育研究室(1 台) 253,800 同上 

H30 教務室設置(１台) 102,600 
本体は旧飯山北高(県設置)

エアコンを転用 

 計 14,001,000  

 

４ 今後の予定 

 ・総会の決議後、「寄付申出書」（別紙）を飯山高等学校長へ提出する。 

 ・学校においては、県教育委員会教育長に対して受納協議を行う。 

 ・協議の結果、承認された場合には、学校において物品の受納を行う。 

第6号議案 



寄 付 申 出 書 (案) 
 

令和元年６月  日 

 

 長野県飯山高等学校 

  校長  林  秀 徳 様 
 

 

            寄付者 

飯山市大字飯山２６１０ 飯山高等学校内 

桂 雪 会 

  会 長  関  保 典 
 

次のとおり寄付したいので申し出ます。 

 

寄 付 の 趣 旨 
 飯山高等学校の生徒の学習環境及び教職員の執務環境

の向上に寄与するため 

物 
品 

の 

内 

容 

品目及び名称 冷房機（パッケージエアコン）一式 ２１台 別紙のとおり 

規格、寸法、容量、

総排気量等 
別紙のとおり 

型式又は年式    〃 

時価見積額    〃 

経過年数    〃 

そ  の  他 寄付に関して付帯条件はありません。 

 



【別紙】

番　　　　　号

品目及び名称

形 式 ： 形 式 ：

冷房能力： 11.2ｋW 冷房能力： 7.1ｋW

室 内 機 ： 室 内 機 ：

圧 縮 機 ：

室 内 機 ： 室 内 機 ：

室 外 機 ： 室 外 機 ：

リ モ コ ン ： リ モ コ ン ：

時価見積額 648,270 円 92,391 円

経過年数又は
総走行距離

経過年数　５年 経過年数　11年

【設置場所】　飯山高等学校 【設置場所】　飯山高等学校

○管理普通教室棟　12台 ○特別教室棟　2台

２階： HR-1､HR-2、HR-3､ｽﾎﾟｰﾂHR-1 １階： 音楽室（2台）

３階： HR-4､HR-5、HR-6､ｽﾎﾟｰﾂHR-2 ○スポーツ科学科棟　1台

４階： HR-7､HR-8、HR-9､ｽﾎﾟｰﾂHR-3 ２階： 体育研究室

○探究科棟　6台 ■室外機： 特別教室科棟外部南側

１階： HR-1､HR-2 スポーツ科学科棟外部南側

２階： HR-3､HR-4

３階： HR-5､HR-6

■室外機： 管理普通科棟外部中庭

探究科棟外部西側

規格、寸法、
容量、総排気
量等

1 2

冷房機
三菱電機(株）パッケージエアコン　18台

空冷式冷房専用シングルタイプ
4馬力相当

天井埋込カセット型4方向吹出し

2.5ｋW、室外送風機：0.06kW

寄　　付　　物　　品　　一　　覧　　表

冷房機
東芝(株）パッケージエアコン　３台

空冷式冷房専用シングルタイプ
3馬力相当

天井埋込カセット型4方向吹出し

ROA-AP803

AIC-AP803PH

RBC-AMT31（ワイヤード）

平成１９年製

備　　　　　考

形式又は年式

PL-ERP1127BA7

PU-CRP112HA11

PAR-34MA（ワイヤード）

平成２５年製




